
刊
行
を
終
え
て

明
治
十
八
年
九
月
十
日
に
英
吉
利
法
律
学
校
が
神
田
錦
町
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
百
二
十
年
の
星
霜
が
流
れ
て
、
平
成
の
時
代
と
な
っ
た
。
こ
の
間
特
に
最

近
、
Ｉ
Ｔ
や
情
報
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
う
中
で
、
図
書
館
に
も
種
々
の
新
し
い
展
開
が
期
待
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
変
化
に
驚
き
つ
つ
も
、
今
、
冊

子
体
漢
籍
目
録
の
後
書
き
を
書
い
て
い
る
自
分
に
途
惑
い
を
感
じ
て
い
る
。

調
査
の
発
端

図
書
館
に
初
め
て
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
三
十
数
年
前
で
す
ら
、
漢
籍
は
殆
ど
一
般
に
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
書
物
で
あ
っ
た
。
私
も
「
東
京
大
学
東
洋

文
化
研
究
所
の
漢
籍
整
理
担
当
者
研
修
会
」（
短
期
）
に
お
い
て
始
め
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
の
長
期
研
修
の
受
講
に
よ
っ
て
、
漢
籍
の

整
理
や
目
録
作
成
の
重
要
性
、
適
切
な
保
存
の
あ
り
方
を
、
更
に
深
く
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
多
く
の
研
究
者
や
図
書
館
員
と
の
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
漢
籍
の
専
門
の
利
用
者
は
伝
統
的
な
漢
籍
の
分
類
・
目
録
の
体
系
を
基
礎
知
識
と
し
て
文
献
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
漢
籍
の
書
誌
書
目
を
始

め
と
す
る
多
く
の
参
考
文
献
も
ま
た
こ
の
伝
統
的
な
分
類
・
目
録
法
に
則
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
目
録
規
則
や
日
本
十
進
分
類
表
の
使
用
に
た
と
え
習

熟
し
て
い
て
も
、
漢
籍
整
理
の
専
門
知
識
の
な
い
図
書
館
員
が
研
究
者
の
求
め
に
応
じ
た
漢
籍
整
理
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
承
知
し
な
が
ら

も
、
明
治
前
期
ま
で
日
本
の
知
識
人
の
教
養
の
源
、
文
化
の
根
底
で
あ
り
、
現
在
は
文
化
財
と
見
な
さ
れ
る
漢
籍
の
目
録
化
、
つ
ま
り
自
分
の
職
場
で
あ
る
図
書

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
漢
籍
の
目
録
を
編
纂
し
て
み
た
い
と
の
夢
が
心
中
に
芽
生
え
た
。

し
か
し
現
実
に
は
、
図
書
館
で
の
専
門
性
と
電
算
化
の
結
果
と
し
て
の
人
手
不
足
が
委
託
の
拡
大
を
招
じ
、
漢
籍
を
は
じ
め
古
典
籍
類
は
、
こ
の
新
し
い
時
代

の
シ
ス
テ
ム
に
凌
駕
さ
れ
置
き
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
は
ば
漢
籍
は
現
在
危
機
的
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
後
書
き
を
記
し
て
い
る
今
も
、
目
前

の
情
報
取
得
に
必
要
な
資
料
の
み
が
必
要
視
さ
れ
て
い
て
、
漢
籍
を
取
り
ま
く
危
機
的
状
況
は
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

一
方
で
は
国
立
情
報
学
研
究
所
の
古
典
籍
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
各
機
関
に
よ
る
漢
籍
所
蔵
調
査
、
冊
子
体
目
録
の
作
成
な
ど
、
最
近
古
典
籍
等
の
見
な
お
し

が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
か
え
っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
共
通
認
識
な
ど
が
達
成
さ
れ
る
と
そ
れ
で
安
心
し
て
、
書
物
そ
れ
自
体
へ
の
注
視
が
薄

れ
、
知
ら
ぬ
間
に
災
害
に
よ
っ
て
、
或
い
は
紙
魚
の
餌
に
な
っ
て
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
書
物
は
消
滅
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
は
資
料
に
あ



る
各
種
の
情
報
は
媒
体
が
異
な
る
と
読
み
取
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
要
点
を
目
録
に
記
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
危
機
的
状
況
の
中
で
ま
す
ま
す
痛
感
し

て
い
る
。

危
機
感
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
一
歩
進
ん
で
行
動
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
私
で
は
あ
る
が
、
幸
い
に
も
漢
籍
研
究
会
会
員
で
あ
る
、
高
橋
良
政
先
生
か
ら

中
央
大
学
図
書
館
に
所
蔵
の
漢
籍
調
査
を
始
め
た
ら
ど
う
で
す
か
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
た
。
平
成
五
年
秋
で
あ
っ
た
。
館
内
の
合
意
を
取
り
平
成
六
年
夏
に
第

一
回
調
査
研
修
会
と
し
て
調
査
用
紙
作
成
に
掛
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
漢
籍
目
録
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

調
査
の
期
間
と
方
法

一
九
九
四
年
か
ら
十
二
年
と
い
う
年
数
は
長
い
が
、
延
べ
日
数
に
す
れ
ば
六
十
四
日
間
で
あ
っ
た
。

最
終
的
に
は
冊
子
体
の
漢
籍
目
録
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
思
い
も
よ
ら
な
い
『
中
央
大
學
圖
書

藏

籍
目

』
の
刊
行
と
い
う
夢
へ
の
挑
戦
が

始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
は
実
際
の
作
業
の
手
順
で
あ
る
。

調
査
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
始
ま
っ
た
。
夏
休
み
の
数
日
間
を
利
用
し
て
研
修
会
を
兼
ね
た
調
査
を
行
い
、
対
象
は
和
装
本
を
主
と
し
て
、
休
み
の
取

り
や
す
い
八
月
の
お
盆
休
み
の
五
日
間
に
決
め
、
メ
ン
バ
ー
は
会
員
有
志
の
参
加
を
募
っ
て
調
査
を
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
高
橋
先
生
の
提
案
を
も
と

に
、
漢
籍
研
究
会
会
員
有
志
と
、
館
内
よ
り
希
望
者
を
募
っ
た
。
作
業
は
、
請
求
記
号
〇
〇
番
（
総
記
）
代
か
ら
漢
籍
、
国
書
の
区
別
無
し
に
、
対
象
資
料
一
点

づ
つ
に
通
し
番
号
を
ふ
っ
た
短
冊
を
挟
み
、
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
で
作
業
室
ま
で
運
び
上
げ
た
。
調
査
員
は
番
号
の
若
い
順
に
所
定
の
調
査
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
各
自
疑
問
点
を
高
橋
先
生
に
質
問
し
な
が
ら
、
調
査
用
紙
を
仕
上
げ
て
、
最
終
点
検
を
高
橋
先
生
に
お
願
い
し
た
。
そ
の
日
の
終
了
分
用
紙
は
コ
ピ
ー
を

と
り
、
書
庫
に
資
料
を
戻
す
。
そ
の
作
業
を
繰
り
返
し
五
日
間
を
終
る
。
翌
年
は
そ
の
続
き
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
。

研
修
会
を
兼
ね
て
い
る
た
め
進
行
は
急
が
ず
、
初
心
者
は
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
調
査
用
紙
の
記
入
を
し
た
。
二
〇
〇

一
年
に
至
り
ペ
ー
ス
を
速
め
る
必
要
が
生
じ
、
年
一
回
を
月
一
回
、
第
三
土
曜
日
に
変
更
し
た
。
研
究
会
の
有
志
は
比
較
的
自
宅
の
近
い
人
が
多
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
月
一
回
は
厳
し
く
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
減
少
は
あ
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
二
〇
〇
四
年
に
調
査
用
紙
記
入
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
の
作
業
は
、
冊
子
体
目
録
作
成
の
予
算
化
に
つ
き
館
内
の
了
承
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
館
外
の
予
算
担
当
者
に
漢
籍
目
録
の
必
要
性
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
適
正
な
印
刷
業
者
を
探
す
こ
と
で
あ
っ



た
。
何
と
か
問
題
を
ク
リ
ア
ー
で
き
た
の
も
、
館
内
の
担
当
者
の
努
力
に
か
か
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

予
算
と
業
者
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
調
査
用
紙
を
漢
籍
と
国
書
に
分
け
、
漢
籍
の
み
に
つ
い
て
印
刷
用
原
稿
の
作
成
を
お
こ
な
っ
た
。
何
分
に
も
十
二
年
の
歳

月
が
経
っ
て
い
た
た
め
、
調
査
用
紙
と
資
料
に
不
明
な
点
や
矛
盾
点
が
多
く
、
原
稿
作
成
は
簡
単
な
作
業
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
印
刷
業
者
と
確
認
事
項
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
見
本
を
作
成
し
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
。
入
稿
し
初
校
、
二
校
、
三
校
と
無
事
に
き
た
こ
と
は
全
く
信
じ
難
い
思
い
が
す
る
。

蔵
書
の
特
徴

創
設
が
英
米
法
の
教
育
を
主
眼
と
し
た
法
律
の
学
校
で
あ
り
、
東
京
法
学
院
、
東
京
法
学
院
大
学
と
続
き
、
総
合
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
八

年
（
一
九
〇
五
）
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
、
大
正
六
年
と
火
災
に
遭
い
、
そ
の
後
、
多
く
の
学
員
、
教
員
の
協
力
で
復
興
し
、
図
書
も
寄
贈
さ
れ
た
。
古
典
籍

の
多
く
は
現
在
旧
文
庫
と
称
す
る
寄
贈
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
。
漢
籍
も
そ
の
約
三
分
の
一
が
寄
贈
書
で
あ
る
。
目
録
下
段
に
略
称
を
記
し
た
が
、
各
文

庫
の
正
式
名
称
、
概
略
と
所
蔵
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

岡
野
（
岡
野
文
庫
）
岡
野
敬
次
郎
（
一
八
六
五－

一
九
二
五
）
東
京
法
学
院
創
設
者
教
員
、
司
法
・
文
部
・
農
商
務
大
臣
、
四
〇
点
三
一
八
冊

桑
田
（
桑
田
文
庫
）
桑
田
熊
蔵
（
一
八
六
八－

一
九
三
二
）
中
央
大
学
教
員
、
経
済
・
社
会
政
策
学
者
、
三
一
点
二
六
五
冊

末
松
（
末
松
文
庫
）
末
松
謙
澄
（
一
八
五
五－

一
九
二
〇
）
政
治
家
、
文
学
者
・
法
律
学
者
、
逓
信
大
臣
、
七
七
点
四
二
三
冊

花
井
（
花
井
文
庫
）
花
井
卓
蔵
（
一
八
六
八－

一
九
三
一
）
英
吉
利
法
律
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
弁
護
士
、
貴
族
院
議
員
、
一
二
点
一
二
三
冊

春
木
（
春
木
文
庫
）
春
木
一
郎
（
一
八
七
〇－

一
九
四
四
）
法
学
博
士
、
法
制
史
学
者
、
中
央
大
学
教
員
、
ロ
ー
マ
法
、
英
法
、
一
点
四
冊

増
島
（
増
島
文
庫
）
増
島
六
一
郎
（
一
八
五
七－

一
九
四
八
）
英
吉
利
法
律
学
校
創
設
者
、
東
京
法
学
院
院
長
、
一
点
四
冊

村
上
（
村
上
文
庫
）
村
上
貞
吉
（
生
没
年
不
詳
）
中
央
大
学
教
員
、
三
〇
点
五
五
○
冊

泉
二
（
泉
二
文
庫
）
泉
二
新
熊
（
一
八
七
六－

一
九
四
七
）
大
審
院
判
事
、
中
央
大
学
教
員
、
一
点
四
二
冊

如
是
閑
（
長
谷
川
如
是
閑
旧
蔵
書
）
長
谷
川
如
是
閑
（
萬
次
郎
・
一
八
七
五－

一
九
六
九
）
東
京
法
学
院
十
三
回
卒
業
生
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
思
想
家
、
文

学
者
、
八
六
点
一
二
八
八
冊

山
田
（
山
田
喜
之
助
旧
蔵
書
）
山
田
喜
之
助
（
一
八
五
九－

一
九
一
三
）
英
吉
利
法
律
学
校
創
設
者
、
東
京
法
学
院
教
員
、
弁
護
士
、
六
点
八
九
冊

山
田
・
花
井

山
田
喜
之
助
・
花
井
卓
蔵
の
両
方
の
旧
蔵
に
か
か
る
も
の
、
一
二
点
一
二
四
冊



同
窓
会
（
朝
鮮
同
窓
会
）
一
点
六
冊

そ
の
他
中
央
大
学
関
係
者
以
外
の
寄
贈
者
は
、

御
橋
（
御
橋
悳
言
旧
蔵
書
）
御
橋
悳
言
は
、
在
野
の
国
文
学
者
、
三
六
九
点
二
一
二
七
冊

渡
部
（
渡
部
学
先
生
寄
贈
朝
鮮
の
民
間
流
布
初
学
入
門
書
）
寄
贈
者
渡
部
学
は
、
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
、
教
育
学
者
、
朝
鮮
教
育
史
、
一
点
一
二
九
冊

請
求
記
号
に
付
け
ら
れ
て
い
る
分
類
よ
り
見
て
も
、
日
本
十
進
分
類
表
中
の
三
二
〇
の
部
門
い
わ
ゆ
る
法
律
関
係
に
入
る
も
の
が
、
一
割
強
を
数
え
る
。
こ
れ

は
寄
贈
者
が
英
吉
利
法
律
学
校
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
、
法
科
の
中
央
大
学
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
一
般
的
に
言
っ
て
唐
本
で
乾
隆
期

ま
で
の
印
刷
や
保
存
状
態
の
良
い
書
物
は
、
貴
重
本
と
し
て
別
置
保
管
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
、
長
谷
川
如
是
閑
寄
贈
本
に
は
明
代
（
一
三
六
八－

一
六
四
四
）、

清
初
の
刻
本
が
数
点
入
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
特
徴
と
な
ろ
う
。
更
に
は
こ
の
調
査
目
録
作
成
作
業
中
に
収
蔵
さ
れ
た
御
橋
悳
言
旧
蔵
書
の
和
刻
本
は
こ
れ
ま
で

図
書
館
に
未
収
の
も
の
も
多
く
あ
る
の
で
、
当
館
の
蔵
書
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、
版
本
の
上
か
ら
も
研
究
資
料
と
な
る
書
物
が
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
と

考
え
る
。
ま
た
作
業
中
に
触
れ
た
入
念
な
書
込
み
な
ど
、
そ
の
書
物
に
対
す
る
只
な
ら
ぬ
執
念
に
驚
か
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
文
庫
判
定
の
材
料
で
あ
る
図
書
館
の
受
入
印
は
省
略
し
、
蔵
書
印
は
印
記
と
し
て
記
載
し
た
。
蔵
書
印
の
な
か
で
も
特
に
記
憶
に
残
っ
た
末
松

謙
澄
の
「
此
書
賣
却
又
ハ
質
入
等
セ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ラ
バ
早
速
御
報
告
ヲ
請
フ

末
松
謙
澄
」
印
は
、
愛
書
家
の
執
着
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
印
で
あ
ろ
う

か
。収

蔵
の
経
緯
は
様
々
で
あ
る
が
欠
本
も
多
く
、
端
本
も
あ
る
。
利
用
上
の
不
届
き
が
想
像
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
全
て
が
貴
重
書
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
。
し
か
し
多
く
の
遍
歴
を
経
て
残
っ
た
た
く
ま
し
い
書
物
達
で
あ
り
、
今
後
増
加
す
る
こ
と
の
な
い
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
あ
る
書
物
で
あ
る
。
目
録
に
掲

載
す
る
こ
と
で
世
に
出
し
、
そ
の
存
在
を
活
か
し
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

冊
子
体
作
成
に
あ
た
り
、
必
ず
し
も
漢
籍
で
な
い
も
の
も
収
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
準
漢
籍
、
仏
書
、
韓
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
量
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
仏
書

中
で
御
橋
旧
蔵
書
の
う
ち
に
浄
土
真
宗
の
学
僧
で
あ
っ
た
叢
厳
の
自
筆
著
作
が
多
く
入
っ
て
い
て
、
見
逃
す
に
忍
び
な
い
こ
と
、
韓
書
中
に
は
漢
籍
と
し
て
取
り

上
げ
て
お
く
必
要
が
有
る
も
の
も
存
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

漢
籍
所
蔵
調
査
に
関
わ
っ
た
方
達

・
中
央
大
学
図
書
館
職
員

太
田
澄
子
、
加
藤
美
香
、
金
津
有
紀
子
、
小
杉
美
枝
子
、
斎
藤
理
香
、
和
田
貴
敏



・
漢
籍
研
究
会
会
員

高
橋
良
政
（
日
本
大
学
法
学
部
教
授
）、
安
達
勉
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
）、
阿
部
博
則
（
駒
沢
大
学
図
書
館
）、
石
井
昭
子
（
東
京
家

政
学
院
大
学
図
書
館
）、
石
井
円
（
文
教
大
学
図
書
館
）、
大
塚
宏
昌
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
）、
小
澤
裕
子
（
主
婦
）、
川
俣
芙
紗
子
（
立
教
大
学
図
書
館
）、

小
松
純
子
（
卒
業
生
）、
塩
井
克
典
（
文
学
研
究
科
修
了
生
）、
高
橋
菜
奈
子
（
一
橋
大
学
図
書
館
）、
高
橋
靖
枝
（
駒
沢
大
学
図
書
館
）、
田
中
都
（
埼
玉
福
祉

会
）、
鶴
居
和
隆
（
文
学
研
究
科
修
了
生
）、
冨
田
章
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
）、
柳
秀
子
（
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
）、
山
口
洋
（
東
海
大
学
講
師
）

・
中
央
大
学
文
学
部
関
係

鈴
木
俊
幸
（
文
学
部
教
授
）、
磯
部
敦
（
文
学
研
究
科
修
了
生
）、
中
島
穂
高
（
同
）、
野
中
綾
子
（
卒
業
生
）

・
索
引
の
校
正

園
田
俊
介
（
麻
布
大
学
講
師
）、
山
元
貴
尚
（
文
学
研
究
科
在
学
生
）

・
奎
章
閣
綜
合
目
録
、
解
題
の
翻
訳

林
孝
眞
（
イ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
）（
法
学
研
究
科
在
学
生
）

（
以
上
敬
称
略
）

さ

い

ご

に

本
書
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
に
よ
っ
て
い
る
が
、
高
橋
良
政
先
生
の
お
力
な
し
に
は
刊
行
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
十
二
年
も
の
間
、
授
業
と

別
機
関
の
漢
籍
調
査
の
合
間
を
縫
っ
て
、
都
心
か
ら
多
摩
へ
倦
ま
ず
弛
ま
ず
通
っ
て
こ
ら
れ
た
。
調
査
班
の
中
心
と
し
て
調
査
用
紙
の
記
入
を
し
、
教
え
、
纏

め
、
印
刷
原
稿
の
作
成
、
或
い
は
私
達
の
作
成
し
た
原
稿
に
補
筆
を
す
る
な
ど
、
目
録
の
正
確
さ
を
高
め
る
努
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
校
正
作
業

に
従
事
し
、
そ
の
作
業
中
に
も
資
料
を
再
確
認
す
る
為
に
度
々
来
館
さ
れ
た
。
只
管
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

漢
籍
研
究
会
の
有
志
の
皆
様
に
は
、
貴
重
な
休
暇
を
割
い
て
手
弁
当
で
調
査
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
感
謝
す
る
。
文
学
部
の
鈴
木
俊
幸
教
授
と
二
人

の
専
攻
生
の
方
に
は
学
問
に
対
す
る
探
求
の
心
と
実
行
力
の
凄
さ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

元
版
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
い
た
尾
崎
康
先
生
、
ま
た
十
二
年
の
間
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
館
員
の
皆
様
方
と
、
暖
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
四

代
の
館
長
、
金
田
昌
司
、
長
崎
健
、
川
口
紘
明
、
古
城
利
明
の
先
生
方
、
困
難
な
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
株
式
会
社
藤
原
印
刷
、
全
て
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

眼
前
の
成
果
は
、
冊
子
の
『
漢
籍
目
録
』
で
あ
る
が
、
熟
視
す
る
と
、
そ
の
本
性
は
人
と
人
と
が
作
り
上
げ
た
織
物
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

（
太
田
記
）


